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目標

エネルギー分野 戦略重点科学技術戦略重点科学技術 戦略１戦略１ 世界一の省エネ国家としての更なる挑戦世界一の省エネ国家としての更なる挑戦
① エネルギーの面的利用で飛躍的な省エネの街を実現する都市システム技術【予算額 億円（ 億円）】
② 実効性のある省エネ生活を実現する先進的住宅・建築物関連技術【予算額 億円（ 億円）】

③ 便利で豊かな省エネ社会を実現する先端高性能汎用デバイス技術【予算額 億円（ 億円）】
④ 究極の省エネ工場を実現する革新的素材製造プロセス技術【予算額 億円（ 億円）】

E-1

ナノテク

情報通信

ものづくり

普及・展開

都市システム技術

基礎 応用

半導体アプリケーションチップ
プロジェクト（経）

H21終了(10億円)

高性能デバイス技術

住宅・建築物関連省
エネ促進技術

省エネ型素材製造
プロセス技術

ナノエレクトロニクス半導体新材料・新構造技術
開発－うち、窒化物系化合物半導体基板・エピタ

キシャル成長技術の開発（経）
2.3億円(3.7億円)

次世代低消費電力半導体基盤技術
開発（ＭＩＲＡＩ） （経）

18.5億円(27億円（+21補正5億円）)
情報通信

情報通信

③

次世代プロセスフレンドリー設
計技術開発（経）

5.8億円(6.9億円) 情報通信③

③ ③ナノテク

担当省：（経）：経済産業省、 （国）：国土交通省（国）：国土交通省

環境調和型製鉄プロセス技術開発（経）
19.6億円(11.2億円（+H21補正13.9億円）)

ものづくり
④
超フレキシブルディスプレイ部材技術開発（経）

H21終了(5.4億円)

④

革新的ガラス溶融プロセス
技術開発（経）

3.6億円（4.0億円）
④

当該分野で主登録さ
れている戦略重点科
学技術

サステナブルハイパーコンポジット
技術の開発（経）
6.0億円(19.5億円) ナノテク④

業務用建築の省エネルギー性能に係る総
合的評価手法の研究（国）（国） 0.27億円 (0.3億円)
②

平成２２年度版

資源対応力強化のための革新的
製銑プロセス技術開発（経）

4.2億円（3.8億円）

グリーン・サスティナブルケミカル
プロセス基盤技術開発（経）

10.8億円の内数（補正含む）（ 44.7億円の内数）

④

④

住宅・建築物の環境性能評価手法の開発
及び既存住宅ストックの断熱性能評価技術
の開発（国）（国） 0.62億円 (0.60億円)

②

ものづくり

個別技術

革新的セメント製造プロセス基盤技術
開発（経） 1.4億円(新規)④

予算額： H22概算要求額、
（ ）内はH21当初予算

戦略重点科学技術該当施策
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目標

戦略重点科学技術戦略重点科学技術 戦略２戦略２ 運輸部門を中心とした石油依存からの脱却運輸部門を中心とした石油依存からの脱却 ①①
⑤ 石油を必要としない新世代自動車の革新的中核技術【予算額 億円（ 億円）】
⑥ 石油に代わる自動車用新液体燃料（GTL)の最先端製造技術【予算額 25億円（ 38億円）】
⑧ 太陽光発電を世界に普及するための革新的高効率化・低コスト化技術【予算額 億円（ 億円）】
⑨ 電源や利用形態の制約を克服する高性能電力貯蔵技術【予算額 億円（ 億円）】
⑩ クリーン・高効率で世界をリードする石炭ガス化技術【予算額 億円（ 億円）】

E-2

エネルギー分野

普及・展開基礎 応用

戦略重点科学技術
に含まれない関連施策

クリーン石炭
利用技術

化石系新液体
燃料製造技術

太陽エネルギー
発電利用技術

新エネルギー技術フィールドテスト事業（経）
2.9億円の内数 (8.5億円の内数)

大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証
事業（経） 2.0億円(20億円)

エ
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ル
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新エネルギー技術研究開発（経）
風力発電技術関係

新エネルギー技術研究開発（経）
太陽光発電技術関係 19.0億円
（33.6億円（+H21補正12.2億円））

⑧

25.9億円
（21.1億円）

次世代蓄電ｼｽﾃﾑ実用化戦略的技術開発
（系統連系円滑化蓄電池技術開発） （経） 8億円 (17億円)
⑨

ＧＴＬ製造技術の実証研究（経）
25.0億円(38億円)⑥

⑩

イットリウム系超電導電力機器技術開発（経）
29.2億円の内数 (30億円の内数) 

⑨

ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞ
ｷｬﾊﾟｼﾀ開発（経）
2. 1億円 (3.3億円)

⑤⑨

平成２２年度版

革新型蓄電池先端
科学基礎研究事業（経）

30.0億円(30億円) 

⑤⑨

新エネルギー技術研究開発（太陽光発電
システム次世代高性能技術の開発）（経）
40.8億円（新規）

⑧

蓄電複合システム化技術開発
（経） 43.4億円（新規）

⑨⑧⑤
先端的低炭素技術開発（文）

25.0億円の内数 (新規)
⑧

担当省：（文）：文部科学省、 （経）：経済産業省戦略重点科学技術該当施策

⑩多目的石炭ガス製造技術開発
（経）H21終了（34.5億円の内数）

⑩噴流床石炭ガス
化複合発電（経）
H21終了(12.0億円)

次世代蓄電池材料評価基盤技術開発（経）
1.3億円 (新規) ⑨



目標

戦略重点科学技術戦略重点科学技術 戦略２戦略２ 運輸部門を中心とした石油依存からの脱却運輸部門を中心とした石油依存からの脱却 ②②
⑤ 石油を必要としない新世代自動車の革新的中核技術【予算額 億円（ 億円）】
⑦ 先端燃料電池システムと安全な革新的水素貯蔵・輸送技術【予算額 億円（ 億円）】
⑧ 太陽光発電を世界に普及するための革新的高効率化・低コスト化技術【予算額 億円（ 億円）】
⑨ 電源や利用形態の制約を克服する高性能電力貯蔵技術【予算額 億円（ 億円）】

E-3

エネルギー分野

普及・展開基礎 応用

戦略重点科学技術
に含まれない関連施策

燃料電池・水素
関連技術

固体酸化物形燃料電池
実証研究（経）
6.6億円（7.2億円）

水素先端科学基礎研
究事業（経）

10.0億円（11.3億円）

固体酸化物形燃料電池システム要素技術開発（経）
（固体酸化物形燃料電池システム技術開発

の後継事業）
8.0億円（12.0億円）

新利用形態燃料電池技術開発（経）
Ｈ21終了（0億円）

⑦

⑦

⑦
⑦

個別技術

将来型燃料高度利用技術開発
（経） 4.0億円(5.1億円)

平成２２年度版

次世代自動車
技術

次世代蓄電ｼｽﾃﾑ実用化戦略的技術開発
（次世代自動車蓄電池技術開発） （経）

24.8億円 (26.1億円)⑤

水素貯蔵材
料先端基盤
研究事業
（経）
9億円

（10億円（H21
補正2.7億円））
⑦⑤

ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞ
ｷｬﾊﾟｼﾀ開発（経）

2.1億円(3.3億円)

⑤⑨革新型蓄電池先端
科学基礎研究事業（経）

30.0億円(30億円) 

⑤⑨

固体高分子形燃料電池実用化推進技術開発（経）
⑦

燃料電池システム等実
証研究（経）

8.7億円(9.9億円)⑦⑤⑤

蓄電複合システム化技術開発
（経） 43.4億円（新規）
⑨⑧⑤
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担当省：（文）：文部科学省、 （経）：経済産業省

革新的水素製造技術
開発（文）

5.5億円（1.0億円）

戦略重点科学技術該当施策

水素製造・輸送・貯蔵等システム等技術開発（経）
（水素安全利用等基盤技術開発の後継事業）

13.5億円（13.6億円）⑦
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目標

戦略重点科学技術戦略重点科学技術 戦略３戦略３ 基幹エネルギーとしての原子力の推進基幹エネルギーとしての原子力の推進
⑪ 安全性・経済性に優れ世界に普及する次世代軽水炉の実用化技術【予算額 億円（ 億円）】

⑫ 高レベル放射性廃棄物等の処分実現に不可欠な地層処分技術【予算額 億円（ 億円）】
⑬ 長期的なエネルギーの安定供給を確保する高速増殖炉（FBR）サイクル技術【予算額 億円（ 億円）】
⑭ 国際協力で拓く核融合エネルギー：ITER計画【予算額 億円（ 億円）】

E-4

エネルギー分野

実用化

次世代軽水炉の
技術開発

基礎 応用

次世代軽水炉等技術開発（経）

19.4億円 (19.4億円)

発電用新型炉技術開発（経）

56.0億円(53.5億円)

高速実験炉「常陽」（文）

18.8億円(20.1億円)

高レベル放射性
廃棄物等の地層処

分技術

高速増殖炉(FBR)  
サイクル技術

高速増殖原型炉
「もんじゅ」（文）

181億円 (140億円)

高速増殖炉ｻｲｸﾙ実用化研究開発（文）

128億円(143億円)

高レベル放射性廃棄物処分研究開発（文） ／（経）
79.1億円 (87.3億円)

地層処分技術調査（経）
29.5億円 (36.5億円)

戦略重点科学技術
に含まれない関連施策

高速炉再処理回収ウラン等
除染技術開発（経） 2.9億円(5.4億円)JT-60、レーザー

核融合等の核融
合、プラズマ研究
等

核融合エネルギー
技術

ITER （文）
38億円(51億円
（H21補正25億円）)

幅広いｱﾌﾟﾛｰﾁ（文）

MOX燃料製造技術開発（文）
41.7億円(43.4億円)

原子力システム研究開発（文）
※FBR主概念含む

41.4億円(57.7億円)

⑪

⑫

⑫

⑬

⑬

⑬

⑬

⑬

⑭

⑭

★国家基幹技術

（注）予算額については、独立行政法人
運営費交付金中の推計額を含む

個別技術

担当省：（文）：文部科学省、 （経）：経済産業省、 （府）：内閣府

革新的実用原子力技術開発

（経） 2.6億円（12.8億円）

全炉心混合酸化物燃料
原子炉施設技術開発（経）
23.8億円（30億円）

平成２２年度版

原子力安全研究推進事業（府） 1.81億円（新規）

（H21補正42億円）

61億円(60億円)

戦略的原子力技術利用高度化（経） 16.3億円（新規）

使用済燃料再処理高度化開発
（経）18.0億円（16.0億円）

★ ★

★

★

★

原子力基礎基盤戦略研究
イニシアティブ（文）10.0億円(8.1億円)

戦略重点科学技術該当施策


